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中学校学力向上対策 ３つの提言 

                                       大分県教育委員会（ Ｈ２８年２月） 

１ 学校の組織的な授業改善による「新大分スタンダード」の徹底 

①生徒指導の三機能を意識した問題解決的な展開の授業を充 
 実させるとともに、習熟度別指導を積極的に導入する。 
 
②教科の壁を越え、全ての教科に共通した授業改善の取組内  
 容を設定し、その視点に基づく互見授業・授業研究を実施 
 する。 

２ 学校規模に応じた教科指導力向上の仕組みの構築  

①小規模校は、校内研修の枠で、近隣の学校と合同教科部 
 会をもち、 指導案や評価問題、教材の作成等を行う。 
 
②複数の教科担任がいる学校は、教科担任の「タテ持ち」 
 や日課表・週時程表に位置づけた教科部会の実施により、 
 相談や切磋琢磨できる環境を作る。 
 

３ 「生徒と共に創る授業」の推進  

①生徒による授業評価を実施し、それを授業改善に反映する。 
 
②学校が目指す授業像を生徒と共有し、それに向かう学習集団と  
 しての目標を設定させ、適宜振り返り活動を行う。 



１ 学校の組織的な授業改善による「新大分スタンダード」の徹底 

①生徒指導の三機能を意識した問題解決的な展開の授業を充実させるとともに、 
 習熟度別指導を積極的に導入する。 
 
②教科の壁を越え、全ての教科に共通した授業改善の取組内容を設定し、その視 
 点に基づく互見授業・授業研究を実施する。 

【 背景 】    

   中学校では、言語活動を通して教科の目標を達成する授業や、問題解決的な展開の授業の実施が十分で

なく、知識・技能を一方的に教え込むだけの講義型の授業が依然として散見されます。また、生徒の学力差が

大きく、習熟の程度に応じた指導の充実が切実に求められています。全ての教員が、授業改善の意識をもち、

「新大分スタンダード」を基に、生徒の思考力・判断力・表現力等や学ぶ意欲を高める授業を実践できるよう、学

校の組織的な取組が求められます。 

    

【 提言の趣旨 】 

  学力向上プロジェクト会議では、中学校の授業に係る問題点が様々に指摘されました。（資料１参照） いず

れも改善が求められるものですが、県内中学生の課題と今後、「課題解決に向けた主体的・協働的な学び」がま

すます重要視されることを踏まえ、「新大分スタンダード」の徹底、特に「生徒指導の三機能を意識した問題解決

的な展開の授業」の充実を提言します。また、きめ細かな指導の充実のために、可能な限り習熟度別指導を実

施することを提言します。 

 

 学校の組織的な授業改善については、各学校において、『「目標達成に向けた組織的な授業改善」推進手引

き』（H27年３月）に示された授業改善の５点セットを活用した校内研究が進められています。プロジェクト会議で

は、教科共通の「取組内容」「取組指標」「検証指標」を設定することで、これまで、ともすれば組織的な授業改善

を阻害していた教科の壁を越えることができ、校内研究に取り組みやすくなったこと、また、「『新大分スタンダー

ド』に基づく授業観察シート」の観点を用いれば、担当教科以外の授業についても学び合いや助言が可能であ

ることが報告されています。今後は、これらの取組を全ての中学校で一層進め、学校組織を活用した授業改善

の仕組みを確立することを提言します。  

まず、生徒指導の三機能
を生かす場の設定を意識
するところから 
始めてみましょう。 



（具体例） 
・思考ツールやＩＣＴ機器等を活用 
 すること自体が目的化している。  
 「何のために」「どのようにして」と  
 いうところにまで目が向かない。 
・空欄補充中心のワークシートに  
 なっている。いつも空欄補充では 
 思考力や表現力は育てられない、 
 思考の筋道を限定するおそれが 
 あることまで思い至っていない。 
・評価問題等をたくさん実施しても 
 誤答の分析や個のつまずきの把 
 握までできず、次の指導に生かす 
 ことをしていない。 

（具体例） 

・生徒の思いつきや本題に関係の 
 ない発言の一つ一つに反応し過 
 ぎて、１対１のやり取りで授業が進 
 む。 
・発問に対し、生徒が単語で答えて 
 いても文にして答えることまで求め 
 ず、教師が補ってしまう。 
・易しく表現しようとして、既習の学 
 習用語を使っていない。生徒にも 
 それを求めない。 
・生徒が集中して考えているときに 
 しゃべりすぎたり、関わりすぎたり 
 して、生徒の思考を中断する。 
・単元の終末段階の交流活動が「よ 
 いところを見付ける」ことに終始し、 
 考えの異同の確認や疑問点を追 
 究する活動まで求めていない。 

（具体例） 
・授業中に生徒の学習状況を把握 
 する取組をしていない。 
・教科の目標に基づく評価ではなく、 
 話し合いの態度等で学習評価を 
 してしまう。 
・授業後の小テストや単元テストで 
 定着状況を確認し、状況に応じて、 
 補充指導や授業計画の変更を行  
 うという指導の構想になっていな 
 い。 

（具体例） 
・授業の中で、「分からないこと」が 
 話題になっていない。 
・考えを出し合うまではしているが、 
 出された考えを吟味したり、疑問 
 点を解決したりする授業にならず、 
 すぐに教師が結論を言ったり、ま 
 とめてしまったりしている。 
・一斉授業の形態が多く、ペアやグ 
 ループ活動等で考えを交流したり、 
 練り合ったり、教え合ったりする場 
 面が少ない。 
・グループを活用しても、一人一人 
 の学びが成立せず、数名の生徒  
 の意見で授業が進んでいる。 
 

（具体例） 
・授業のねらいと学習活動が一致し 
 ていない。その活動でねらいが達  
 成できるかを吟味していない。 
・「めあてと振り返り」や「課題とまとめ」 
 の整合性に欠ける。 
・付けたい力が不明確で、本時の  
 評価規準が具体化できない。そ 
 のため、支援の必要な生徒を見 
 極めることができない。 
・「Ｃ 努力を要する」状況の生徒へ    
 の具体的な手立てを持たず、「よ 
 く考えてみよう」「もう一度よく読ん 
 でみよう」などといった声かけしか 
 できていない。 
・知識の教え込みや正解だけを求 
 める授業になっている。 
・問題解決的な学習（課題解決学 
 習）の問題（課題） 設定が疑問や 
 困りからスタートしていない。学習  
 に必然性がない。 

時間はかけているけれど 
十分とはいえない教材研究 

生徒の疑問や考えを 
生かしきれていない授業展開 

「指導と評価の一体化」が 
意識されていない 

生徒を大事にしているようで、
思考力や表現力の育成を阻
んでしまう指導 

（具体例） 
・小学校の学習指導要領を読んで  
 いないため、既習事項を踏まえた 
 授業展開になっていないことや、 
 求めることが易しすぎることがあり、  
 学習意欲を削いでしまう。 
・分からないことを「分からない」と言 
 いにくい雰囲気があるのに、それ  
 を改善する指導をしないまま、生 
 徒に発表や質問を求めている。 
・生徒が静かに授業を受けていれ 
 ば、教師の話をしっかり聞いてい 
 ると錯覚し、講義型の授業を変え 
 ようとしない。 
・失敗や質問に対し、余裕をもった 
 対応ができず、困惑や苛立ちが 
 微妙に表情や話し方に出てしまう。 
・指導の見通しが甘く、生徒が要し 
 た努力や時間の割に思うような達 
 成感や成就感を味わわせていな 
 い。 

生徒の学習心情に思いが至
らない指導 

  提言では、学校組織及び教科部会を活用した組織的な授業改善の取組を掲げましたが、授業改善の主体が

教員一人一人であることはいうまでもありません。プロジェクト会議で話題になった授業力に関する問題点や指導

上のエラーのいくつかを紹介します。読みながら自分自身の授業を見つめ直してみましょう。 

「新大分スタンダード」に関し
散見されるエラー 

まず、生徒指導の三機能を意識して授業をつくりましょう 
授業構想力・展開力に課題があれば、腰を据えて自己研鑽を！ 

資料１ 

一生懸命指導しているのに・・・と、生徒だけのせいにしていませんか？ 
－こんな状況に心当たりがあれば、改善の努力を－ 



学力向上に向けた組織的な取組の工夫 

資料２ 

  提言では、学校組織及び教科部会を活用した組織的な授業改善の取組をいくつか掲げています。プロジェクト

会議では、「成果が上がっている学校の特徴」や具体的な学力向上の取組のアイディアが出されました。その一

部を紹介します。各学校の運営委員会や研究部会等で、自校の取組のヒントとしてお役立てください。 

成果が上がっている学校の特徴 

・校長が学力向上に対し、明確な方向性や具体的な方策を示し、徹底して取り 

 組んでいる ・・・ タテもち・生徒による授業評価等の導入はここがポイント 

・教務主任や研究主任等のミドルアップダウンマネジメントが機能している。 

・生徒に対して、自主性・主体性を重んじ、生徒会で学びに向かう学習集団づく 

 りが行われるように仕掛けている。 

・学習規律等について、教員が共通理解し、徹底した指導を行っている。 

組織的な授業改善の活性化に向けた工夫 

・授業改善における理論的な研修（課題・板書の構造化・めあてと振り返りの関 

 係性等）と互見授業を活用した実践研修のバランスを取りながら授業改善を    

  推進する。 

・授業改善の５点セットにおける取組内容・取組指標を「見える化」し、どの教員 

 も日常的に取り組む体制をつくる。 

・ベテラン教師と若手教師で授業を見せ合うなどし、互いの指導力向上を図る。 

・時には、管理職や指導教諭等がＴ２となって、形成的評価を促進する授業づく 

 りを実際の授業で行っていく。 

・研究主任等が講師になり、若手教員対象の単元づくりや板書計画づくりの研 

 修を実施する。 

・互見授業の際は、対象生徒を絞り込み、本時の評価規準に基づいた授業観 

 察を行う。そうすることで、一般的な授業論ではなく、生徒が本当にめあてに  

 到達できたかという視点から授業評価ができる。 

・授業のワークシートや成果物等の共有と活用ができる環境を整える。 

・教科部会で評価問題を共同作成するとともに、結果を持ち寄り指導の問題点 

 や改善策を検討する。 

個に応じた指導の充実 

・単元テストを実施し、記録を残し、年度末に補充指導を実施する。 

・個人カルテを作成するなどして、つまずきの情報を次年度の学年授業者へ引 

 き継ぐ。 

・テスト前１週間（部活は中止）で５教科の復習をする時間を設定する。 

・放課後の質問に対応する教員（部活動に所属しない）を決めて、誰かが質問 

 に来ても支援できるシステムや、質問内容を確認して担当の教員に伝えるよ 

 うなシステムを作る。 

・全国学力・学習状況調査の報告書を活用し、過去の解答状況がよくない問題 

 をピックアップして、補充指導や家庭学習の課題に取り上げる。 

 
忘れてはいけない！ 
学ぶ意欲を高めるキャリア教育の充実 ・ 生徒の学びに向かう力を高める特別活動の充実 
活用する力を高める総合的な学習の時間の充実 



２ 学校規模に応じた教科指導力向上の仕組みの構築  

①小規模校は、校内研修の枠で、近隣の学校と合同教科部会をもち、 指導案  
 や評価問題、教材の作成等を行う。 
 
②複数の教科担任がいる学校は、教科担任の「タテ持ち」や日課表・週時程表 
 に位置づけた教科部会の実施により、相談や切磋琢磨できる環境を作る。 

【 背景 】    

   県内の中学校は、教科担任が一人の学校が約４割を占め、教科指導に関して先輩教員から指導・助言を得

ることや切磋琢磨する環境を作り出すのが難しい状況です。また、一定規模の学校においても、その時間を生

み出すことが中々できていません。現状を打開するとともに、今後増加する若手教員育成に備え、教科指導力

を高める仕組みづくりが必要です。 

 

【 提言の趣旨 】 

  教科指導力を磨きあう必要があることから、教科担任が二人以上配置されている学校においては、一人の教

員が複数学年を担当する、いわゆる「タテ持ち」を導入したり、校内の教科部会を日課表や週時程表に位置づ

けたりすることで、教科指導についての相談や授業づくりの打ち合わせができる環境をつくることを提言します。 

  教科担任が一人の学校については、近隣の学校と連携をとり、校内研修の時間の枠で計画的に合同教科部

会をもち、評価問題や指導案・教材を作成すること等を通して教科指導力を高めることを提言します。 

教科担任の「タテ持ち」について・・・担当例 

◆１人の教員が１つの学年を持つヨコ持ち ◆１人の教員が複数学年を担当するタテ持ち 
  （３学年分担当例） 

１年 1組 ２組 ３組 ４組 A先生（１年団） １年 1組 ２組 ３組 ４組   

２年 1組 ２組 ３組 ４組 B先生（２年団） ２年 1組 ２組 ３組 ４組   

３年 1組 ２組 ３組 ４組 C先生（３年団） ３年 1組 ２組 ３組 ４組   

        A先生 B先生 C先生   

（1年団） （2年団） （3年団） 

◆１人の教員が複数学年を担当するタテ持ち 
 （２学年分担当例） 

◆１人の教員が複数学年を担当するタテ持ち 
 （教員のキャリア等に応じた担当例） 

１年 1組 ２組 ３組 ４組   １年 1組 ２組 ３組 ４組   

２年 1組 ２組 ３組 ４組   ２年 1組 ２組 ３組 ４組   

３年 1組 ２組 ３組 ４組   ３年 1組 ２組 ３組 ４組   

A先生 B先生 C先生   A先生 B先生 C先生   

（1年団） （2年団） （3年団） （1年団） （2年団） （3年団） 



「タテ持ち」では複数の教員が同じ学年を担当するため、授業の進度や内容などを常に情報交換

する必要がある。福井県では、時間割の中に週１回の教科会の時間が設定されている学校が多い。 

 

教科担任の「タテ持ち」について 

    （ 参考文献「福井県の教育力の秘密」福井らしさを探る会編著 ） 

◆「タテ持ち」のメリット 

・同じ学年を担当する複数の教員（ベテラン・若手）が協働して授業づくりを行うため、個人で  

 つくる授業より質の高いものができる。 

・指導方針を統一してから指導にあたるため、担当教員による差が生まれない。 

・複数の教員で成績をつけるため、基準を統一することができる。 

・中学１年から３年までの３年間を見通した教科指導ができる。 

・他学年の生徒とのつながりが生まれ、学校全体で生徒を育成する意識が強くなる。 

・若い教員にとっては先輩教員の授業手法を自然に学ぶことができ、効果的にスキルアップを 

 図ることができる。 

 ◆福井県の中学校の教科部会の内容 

 ・単元の指導計画について検討する（新しい単元に入るとき）・テスト問題の検討をする  

 ・授業の進度や進め方について、アイディアを出し合いながら話し合う 

 ・テスト終了後、つまづいている内容を洗い出し、指導改善のための協議を行う 

 ・若い先生方の悩みを聞き、アドバイスする ・研究授業の授業案を検討する 

 ・教材の選定をする、教材準備をする など 

「タテ持ち」を実施する際の留意点 

 「タテ持ち」は、教員の教科指導力の向上を図り、質の高い授業がどの学級でも実施されることをねらっていま

す。単に「タテ持ち」を実施するというだけでは、複数学年の教材研究が負担になるだけで、期待する効果を得る

ことはできません。以下のようなことに留意しながら指導体制を整え、進めることが求められます。 

 

◆教科部会の強化・・・年度当初の体制作りが鍵！ 

  ○教科部会の日課表や週時程表への位置づけ 

      「タテ持ち」の効果は、教科部会の充実にかかっています。必ず実施できる、でもダラダラと時間をかける   

    ことはできにくいという環境をつくることポイントです。 

  ○ 高い力量が求められる教科主任 

       教科部会の活性化には、教科主任のリーダシップが必要です。学校全体で取り組んでいる授業改善の 

    方向性と教科部会の取組が一致しているかを確認しながら進めるなど、高い力量も求められます。授業時 

    間数等で安易に教科主任を決定することがないようにしましょう。 

  ○教科学習の進め方について教員間はもとより、生徒とも共通理解した上でスタート 

     教科の学習の進め方、家庭学習の内容や方法、評価のあり方等について共通理解した上で、それを生  

     徒にペーパーで示すなどして、１年間の学習に見通しをもたせましょう。  

 

◆生徒指導面での配慮 

  ・「タテ持ち」をすると所属学年の学級全てを持たないので、「生徒理解ができない」という不安をもつ教員も少   

   なくないと思いますが、「福井らしさを探る会」からは、生徒指導面でもよさがあると報告されています。他学  

   年の生徒とのつながりが生まれることにより、学校の組織的な生徒指導ができるのです。 

  ・しかし、教科担任の担当する学級を決定する際は、他教科と情報を共有し、他学年の教員ばかりが担当す 

   る学級をつくらないこと等の配慮は当然必要です。 

  ・教科担任が気づいた生徒の様子等を気軽に学級担任に報告したり、相談したりできる職員室の協働体制を 

   つくることが重要です。 
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岐阜市立東長良中学校「Ｅａｓｔ ｉｓｍ ～学習の手引き集～」より 
 東長良中学校は、生徒に学習の見通しをもたせることを目的に、全教科の学習の手引きを学年ご 
とに冊子にし、生徒に配付しています。発達の段階に応じて各学年の内容は変化しますが、教科経
営の方針はどの学年も同じです。 

当該教科の学習を行うに 
あたっての心構えや 
その教科を学ぶ意義等 

学習方法について説明 
（社会科の例） 

①学習課題をつくり、追究の見
通しをもつことについて 
・学習課題とは 
・予想や見通しを立てる方法 
②課題を追究し、解決する場面 
・社会科における話し方・聞き方 
 の例示（思考力や表現力の育成） 
・資料の読み取り方 
・小集団の形態と形態に応じ 
 た活動のねらい 

ノートのとり方について説明 

教科によっては授業に必要な
辞書・ノート等の詳細な指示 

家庭学習の内容・方法 

年間の授業計画 
・単元名 
・学習内容や学習テーマ 

評価の観点と場面 

資料４ 



３ 「生徒と共に創る授業」の推進  

①生徒による授業評価を実施し、それを授業改善に反映する。 
 
②学校が目指す授業像を生徒と共有し、それに向かう学習集団としての目標を設定させ、 
 適宜振り返り活動を行う。 

【 背景 】    

   全国学力・学習状況調査（生徒質問紙調査）では、県内中学生の約１割が、「授業中、分からないことがあっ

たときどうするか」という問いに「そのままにしておく」と回答しています。質問したいことがあっても、講義型の授

業の中で質問の機会を捉えられなかったり、教師の対応が不適切で質問してよかったと思えなかったり、学級に

分からないことを分からないと言いにくい雰囲気があったりすると、積極的な質問はできません。生徒の困りや戸

惑いを把握し、配慮ある指導をすることが求められます。 

 

【 提言の趣旨 】 

  分かる授業、楽しい授業にするには、生徒の声に耳を傾け、困りやつまずきの様相を把握し、それを授業改

善に生かすことが必要です。その仕組みをつくるために、生徒による授業評価の実施を提言します。 

  また、生徒が授業に集中し、主体的・協働的に学ぶには、落ち着いて安心して学べる学習集団であることが

不可欠です。学びに向かう学習集団をつくるには、教師の確かな教科経営力・学級経営力はもちろん、生徒が

望ましい学習集団づくりに主体的に参画することが重要です。そこで、生徒にも学校が目指している授業像を示

し、共有した上で、目指す授業像の実現に向けた生徒なりの目標を立てさせ、機会をとらえて振り返りを設定す

るなどして、生徒による継続的・発展的な授業改善が期待できる仕組みをつくることを提言します。 

 

 ※左側が学級目標、右側が学習目標 

 学習目標に「自分たちで創り上げる学習～活発な挙手・あたたかなかかわり合い」を掲げ、学期

末や研究授業、学校行事等の前後など、機会をとらえて、自分たちの学習状況を振り返り、学習目

標の達成度を確認し合うとともに、具体的な改善方策を立てる取組を進めています。 

生徒が、目指す授業像の実現に向け設定した学習目標の例（岐阜市立東長良中学校） 

β生徒による授業評価シートについては、資料５参照 
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生徒による授業評価の観点例 

  生徒による授業評価の項目は「授業者に対して」「生徒自身に対して」「学習集団に対して」の３つに類
別できます。多くの場合はこの３つを組み合わせて評価しますが、いずれの結果も、教員が自分の授業
を見つめなおす手がかりになるものと捉え、授業改善に生かすことが重要です。 

①

②

③

④

⑤

⑥

理科の授業は楽しいですか。

本時の学習のめあてをしっかり提示してくれますか。

授業は分かりやすいですか。

分からないときは、アドバイスしてくれますか。

今学期の授業は、だいたい理解できましたか。

実験・観察の時間は十分ですか。

１ 授業評価の観点例 

（１）「平成２２年度 学校改善支援プラン」（秋田県検証改善委員会）に示されている例 

①

②

③

④

⑤

⑥

分からないときは、先生がヒントをくれたり、詳しく説明してくれたりしますか。

ペアやグループでの話し合いは、あなたの役に立っていますか。

先生は授業の内容を分かりやすく黒板にまとめてくれていますか。

「課題」は追究する楽しさややりがいを感じるものですか。

本時にすることや考えることは何か、はっきりしていますか。

友だちと協力して考えたり、何かを作ったりすることは楽しいですか。

（２）「新大分スタンダード」に基づく授業を意識して設定した例 

２ 授業評価を生かした授業改善の取組例  （学期に１回実施している県内中学校の例） 

①

②

③

④

学校が楽しい

みんなで何かするのは楽しい

授業に主体的に取り組んでいる

授業がよく分かる

（３）生徒指導の三機能を意識して設定した例（県内中学校の例） 

＊この中学校区では、小中全校共通 
  質問項目を設定し、定期的な調査 
    を実施しています。 

 生徒による授業評価は、それがそのまま授業力の評価や教員評価に
結びつくものではありません。生徒の声を真摯に受け止め、授業に反
映させていくことで、授業改善を進めると同時に、生徒との信頼関係
を深めることが大事です。 
 各学校では、生徒による授業評価で気づいたことや自分が改善した
ことを学期に数回情報交換をして確かめ合う等、学校や生徒の状況に
応じて、負担感なく、継続できる効果的な取組をすすめましょう。 

 （１） 授業評価の観点の設定 
     ①研究主任が中心となり、研究推進部会で、校内研究の取組内容を基本に評価シート（案）を作成 
      ②①を運営委員会で検討し、評価シートを作成 
 （２） 授業評価の実施・・・時間を設定し、全ての教科等の授業評価を一度に実施 
 （３） 校長と主幹教諭が集計し、データ化。全ての教員に対する授業評価を全員で共有 
 （４） 授業評価を生かした授業改善 
     ①各教員は自分に対する授業評価結果をもとに改善方策を立てる 
     ②①を教科部会に持ち寄り、アドバイスしあうとともに、教科部会で重点的取組を決定する 
     ③校内研究における教科共通の「取組内容」と②で設定した「教科独自の取組内容」を１ペーパーに 
       書き出す 
     ④次の学期は、③のシートをもとに、授業観察シートを用意し、管理職や主幹教諭が授業観察を行う 
     ⑤授業観察に基づく指導を必ず行う 
     ※生徒による授業評価が高い教員の授業のよさを互見授業で実感する取組も実施     
 



 各学校では、小中の乗り入れ授業の実施や、行事等の合同開催、小学生の体験入学等、小中の円滑な接続

に向け、連携した取組を進めています。しかし、小学校段階の、いわゆるアプローチカリキュラムの充実に比べ、

中学校のスタート時における配慮が十分でない場合があります。「中学生になったから、もっと頑張るぞ」という気

持ちをしぼませることなく、ますます膨らませる取組を探っていくことが、中学校３年間の充実にとっても重要なこと

です。 

資料６ 

学びに向かう力を高める中学校生活のスタートを 

こんな取組をしている学校があります 

■教科のガイダンスで扱う授業の受け方や家庭学 
 習への取り組み方などについて、教員間で情報 
 交換をし、教科間で統一できるところは統一する。 
 
■入学後は、特別日課を編成し、放課後の質問教 
  室や個人面談などの時間を確保する。しばらくは、  
 昼休みに学級担任が教室にいるようにする。 
 
■構成的エンカウンターやいじめ防止に係る内容 
  等、１学期に学級への信頼感が高まる内容の特 
    別活動や道徳の授業を実施する。 
 
■中学校３年間を見通したキャリア教育のガイダン 
 スを行う。 
 
■自主学習ノートに取り組ませる場合は、当分の間 
   内容の具体例を示し、その中から選択させるな 
   どの工夫する。 
 
■小学校段階でつまずきがあることが分かってい 
 れば、自主学習ノートを使って、担任が個別の問 
 題を出すなどする。 

■小６の担任に授業を参観してもらうとともに、情報 
   交換会をもつ。 
 
■Ｑ－Ｕ検査により、生徒や学級集団の特性を理 
 解し、学級経営に生かす。 
 
■「学校生活についてのアンケート」を行い、個人面談 
 を行う。 
   
■スクールカウンセラーによる全員面接で困りを把握し 
  たり安心感をもたせたりする。 
 
■各教科とも第１単元は活動を取り入れたり、時間を十 
   分かけたりするなどの工夫をしている。 

先生が次々替わって教室にずっといない
し・・・質問っていつ、どこですればい
いんだろう？ 

周りはまだよく知らない子
ばかりだから、発表や質問
をしにくいなあ・・・ 

先生の名前を覚えるだけでも大変なの
に、先生ごとに授業中のきまりも違っ
ていて、疲れるなあ・・・ 

分数の計算が苦手なんだけ
ど、中学校の数学について
いけるか心配だなあ・・・ 

今まで最上級生だったのに
中学校になったら急に子ど
も扱いされて、嫌だな！ 

どうして先生たちは、あん
なに速くしゃべるんだろう。 

中休みはないし、放課後は
部活動や委員会活動がある
し、宿題はいっぱいだ
し・・いつも時間に追われ
ているなあ。 

生まれて初めて呼び捨
てにされた・・・ 

戸惑い・不安・困り 

小・中連携の取組として 
次のようなことを実践している校区もあります 

 
■清掃への向き合い方や手順を統一する。 

 
■学習規律で、小中で合わせられる部分は統一する 
 
■あいさつの仕方や言葉遣い等、生活面の指導を合 
  わせる。 
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                                   中学校学力向上対策プロジェクト会議（ Ｈ２８年 1 月） 

к 学校規模に応じた教科指導力向上を図る仕組みの構築 

（１）小規模校は、校内研修の枠で、近隣の学校と合同の教科部会をもち、 評価問題や指導案・教材作成等を通 
    して、教科指導力の向上を図る。 
（２）複数の教科担任がいる学校は、教科担当のタテ持ちや日課表・週時程表に位置づけた教科部会を実施し、 
   教科の専門性に関わる相談や授業づくりの打ち合わせを行う必然性をつくる。 

й 授業改善が進まない教員に対するきめ細かい指導 

（１）授業改善が進まない教員には、管理職等が個別の具体的な指導を行い、改善を促す。 
（２）管理職や主幹教諭・指導教諭等は、授業観察に基づき、問題点を具体的に指摘して改善の方向性を示すと   
   ともに、一定期間を置いて、改善されているかどうか確認する。 
（３）提案授業等の際には、指導教諭や学力向上支援教員が指導案作成時から関わり、事後研には指導主事も 
   加わって、きめ細かい指導・助言を行うことを繰り返し行う。 

（１）校長が授業改善の責任者であることを自覚し、リーダーシップを発揮して、全教員が授業改善に取り組む体 
   制をつくる。 
（２）教科共通の具体的な取組内容・取組指標・検証指標を設定し、授業改善の短期ＰＤＣＡを実働させる。 
（３）目的を明確にして、教科共通の視点による互見授業・提案授業・研究協議を行う。 
（４）管理職等は、「授業観察シート」を活用した授業観察を行い、授業改善の進捗状況を把握するとともに、指導  
   助言を通して教員一人一人の授業改善に積極的に関わる。 

м 生徒と共によりよい授業を創造する「学びに向かう学習集団」づくりの推進 

（１）生徒による授業評価を実施し、それを授業改善に反映させる。 
（２）特別活動の充実を図り、所属感を感じられ、安心して学べる学級を生徒と共につくる。 
（３）教員が目指している授業像を生徒と共有し、それに向かう学習集団としての目標を設定させ、生徒による授業 
     改善のＰＤＣＡサイクルの確立を図る。 

л 生徒に困りや戸惑いを生じさせない指導の工夫・配慮 

（１）補充指導に全教員で組織的に取り組み、「分からないところをそのままにさせない」体制を整える。 
（２）学びに向かう力が高まる中学校生活のスタートを学校全体で創出する。   

н 教員の資質向上を促す基盤整備 

（１）県教育委員会と市町村教育委員会は、小中学校の人事交流を検討する。 
（２）県教育委員会と市町村教育委員会は、指導教諭や学力向上支援教員の効果的な配置と活用を検討する。
（３）県教育委員会と市町村教育委員会は、各教科の核となる教員の意図的・計画的な育成・活用を検討する。 
（４）県教育委員会は、部活動の指導体制等、教材研究の時間を確保するシステムについて研究する。 
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（１）生徒が困りや疑問を表出でき、それを解決する楽しさや必要感がある授業にすることが重要である。 「新大分 
   スタンダード」の中でも、特に生徒指導の三機能を意識した問題解決的な展開の授業の充実に努める。 
（２）単位時間の評価規準を具体的に設定し、「C 努力を要する」状況の生徒への手立てをその時間内に講じると    
   ともに、小テストや単元テスト等で学習の定着状況を把握する。 
（３）評価を生かして、習熟度別指導を実施したり、指導計画を変更したり、個に応じた補充指導や家庭学習の課 
   題提示等を行ったりするなど、 きめ細かい指導を重ねていく。 

中学校の学力向上に向けた改善 ７つのポイント 

参考 


